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系統取引に対する現状と要望
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１．当社と農協・全農 系統取引の状況
事業
部

品目 取引先 供給元 年間量

RH西キャベツ 丸紅食料㈱ JAかみましき 250㌧
筑紫丘農産 JAからつ 150㌧

JA阿蘇 300㌧
JA八代 80㌧

豚脂 JA全農ミートフーズ㈱ 佐世保食肉センター 100㌧
無洗米 ヤマエ久野㈱ JA鳥取中央 180㌧

RH東キャベツ 丸仙青果㈱ JAびほろ 400㌧
JA全農青果センター㈱ JA湘南 30㌧

茨城県西VF 200㌧
JA鳴沢村 250㌧
JAさがみ 150㌧
JAあいち知多 280㌧

HK ねばりっこ JA鳥取中央 30㌧
なめこ 大山町農協 10㌧



２．系統取引と民間取引との違い

項目 系統 民間

出荷量 日々一定量を好む 当社の売上増減に合わせ調整可能

品質・規格 ある程度までの規格 当社の希望に沿う形での規格決めを

極力可能にできる

価格決定 生産者保護の建前？ 取引決定に際してはコンペを実施する

要素 組織としての採算重視 ので市場原理が働き、より安く購入

しやすい



３．系統取引・団体への要望
①単協別で取引する場合、直販課を設置し取引窓口とした方がスムーズ

②外食産業の特性（売上変動）に合わせた出荷体制の確立

③農産物の鮮度保持に対する措置のより一層のレベルアップ

④取引当該産業・企業に対する 生産者のモラル・モチベーションアップ

⑤取引の永続性を保つための組織内での人材育成と適正な人員配置

⑥特産物ブランド化推進、ストーリー性へのこだわりとセンスあるネーミング

⑦生産者の高齢化への歯止め

⑧直接取引き開始時の全農・農協への「保証金」「預託金」等の納入が足枷になっている。

⑨契約履行において、取引品目不作時には「無いものは無い」と言った姿勢が見られる。



 

 






